紀要第21号投稿論文募集のご案内　

『異文化コミュニケーション』第21号の投稿原稿を募集いたします。完成論文の投稿締め切りは
平成29年9月15日（金）必着です。応募にあたっては、次の点にご留意いただき、ふるってご応募願います。

留意点
1. 異文化コミュニケーション学会紀要編集委員会では、どのような種類であっても過去に発表された原稿や他所で投稿中の原稿は、オリジナル原稿としては認めかねますのでご留意願います。

2. 本誌に投稿できる方は、異文化コミュニケーション学会（SIETAR Japan）会員です。投稿時までに会員資格を有している必要があります。なお、共同執筆者がいる場合は、少なくとも筆頭著者のみが、本学会の会員である必要があります。共同執筆者は、会員でなくても会員である筆頭著者とともに投稿できます。

3. 投稿論文の種類は、研究論文、研究ノート、調査/実践報告、の3種類で、執筆者のオリジナルであり、かつ、未発表のものに限ります。なお、３種類の区分は以下の通りです。
1) 論文　　20000字
論文としては、学会の趣旨に合致する限り、人文・社会科学に関する広範囲の分野における実証的研究、理論研究、方法論研究等が該当する。論文の要件としては、先行研究、研究方法、結果、考察が含まれていなければならない。ただし、研究方法としては、論題に適していれば幅広く受け付ける。
2) 研究ノート　　12000字
研究ノートは、論文より萌芽的なものと定義するもので字数も論文より少ない。しかし、論文同様に先行研究、研究方法、結果、考察の要件を満たす必要がある。
3) 調査/実践報告　　12000字
調査/実践報告には、新規性や創造性に富んだ教授法または研修教材の紹介を含む。読者が再現できるよう詳細な記述が求められる。さらに、論文よりは簡略でよいが先行研究および教授法や教材の評価を含めることが求められる。

4. 投稿論文の言語は、日本語または英語です。

5. 本文が和文・英文にかかわらず、要旨(Abstract)は、和文（700字以内）と英文(350語以内)で記してご提出ください。
6. 投稿の際には、必ず「チェックリスト」で各自チェックして、その「チェックリスト」も添付でお送りください。

7. 論文で使用する言語が、第一言語でない場合は、必ず投稿前にネイティブチェックを受けてください。

8. 原稿の書式は、「投稿規程」「執筆要綱」を熟読し、学会ウエッブ上の「テンプレート」「表題ページ」「要旨ページ」の原則に従ってください。

9. 送付先：日本語論文の場合は、「チェックリスト」「表題ページ」、「投稿論文」「英語の要旨ページ」の合計4点を電子メールの添付ファイル（WordとPDF）で下記までお送りください。なお、添付された「投稿論文」ファイルには、著者本人と確認できるようなお名前が本文中およびプロパティなどに表出しないように厳重に事前チェックをお願いいたします。
なお、投稿の際には、必ずE-mailの件名にSIETAR紀要論文投稿2018またはSIETAR Japan Journal 2018と明記してください。

10. 投稿論文の受領をメールにてご連絡いたします。なお１週間たっても受領メールが届かない場合は、お手数ですが、ご連絡ください。

紀要委員会　　 日本語論文担当　編集委員長　久保田真弓
電子メールアドレス：sietarjournal2016-17@googlegroups.com

11.書評欄に掲載する書籍をご紹介ください。また、書評を書いてくださるボランティアを募集いたします。いずれも９月１５日までに紀要委員会にご連絡ください。

　1) 紀要の書評欄で扱う本は、会員自身が書かれたものまたは、会員が推薦する書籍で学会の趣旨に合致するものとする。
　2) 紀要に掲載する件数は、毎年、言語にかかわらず最大４件とし、紀要委員会に申し出があった順に検討する。
　3) 書評の執筆者は、著者自らが依頼した人、または、紀要委員会がボランティアを募集し、依頼した人とする。

論文提出、書評に関するお問い合わせは、紀要編集委員会
sietarjournal2016-17@googlegroups.com　までお願いいたします。
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